僕 等 人間 は 一 事件の 為に 容易に 自殺な どす る もので 

はない。 僕 は 過去の 生活の 総決算の 為に 自殺す るので 

ある。 しかし その 中で も 大事 件だった の は 僕が 二十 九 

歳の 時に 秀 夫人と 罪 を 犯した ことで ある。 僕 は 罪 を 犯 

した こと に 良心 の 呵責 は 感じて ゐな い 。 唯 相手 を 選ば 

なかった 為に (秀 夫人の 利己主義 や 動物 的 本能 は 実に 

甚し いもので ある。) 僕の 生存に 不利 を 生じた こと を 

少 からず 後悔して ゐる。 なほ 又 僕と 恋愛関係に 落ちた 

女性 は秀 夫人ば かりで はない。 しかし 僕 は 三十 歳 以後 

に 新たに 情人 をつ くった ことはなかった。 これ も 道徳 

的に つくらなかった ので はない。 唯 情人 をつ くる こと 



の 利害 を 打算した 為で ある。 (しかし 恋愛 を 感じな か 

つた 訣 ではない。 僕 は その 時に 「越し 人」 「相 聞」 等の 

抒情詩 を 作り、 深入りし ない 前に 脱却した。) 僕 は 勿論 

死にたくない。 しかし 生きて ゐ るの も 苦痛で ある。 他 

人 は 父母 妻子 も あるのに 自殺す る 阿呆 を 笑 ふか も 知れ 

ない。 が、 僕 は 一 人なら ば 或は 自殺し ないで あらう。 

僕 は 養家に 人となり、 我儘ら しい 我儘 を 言った こと は 

なかった。 (と 云 ふよりも 寧ろ 言 ひ 得なかった ので あ 

る。 僕 はこの 養父母に 対する 「孝行に 似た もの」 も 後 

悔して ゐる。 しかし これ も 僕に とって はどうす る こと 

も 出来なかった ので ある。) 今 僕が 自殺す るの は 一 生 



に 一 度の 我儘 かも 知れない。 僕 も あらゆる 青年の やう 

にいろい ろの 夢を見た ことがあった。 けれども 今にな 

つて 見る と、 畢竟 気 違 ひの 子だった ので あらう。 僕 は 

現在 は 僕 自身に は 勿論、 あらゆる ものに 嫌悪 を 感じて 

ゐる。 

芥川龍之介 

P.S. 僕 は 支那へ 旅行す るの を 機会に やっと 秀 夫人 

の 手 を 脱した。 (僕 は洛 陽の 客桟に スト リントべ リイ 

の 「痴人の 懺悔」 を 読み、 彼 も 亦 僕の やうに 情人に 譃 

を 書いて ゐ るの を 知り、 苦笑した こと を 覚えて ゐ る。) 

その後 は 一指 も 触れた こと はない。 が、 執拗に 追 ひか 



けられる のに は 常に 迷惑 を 感じて ゐた。 僕 は 僕 を 愛し 

て も、 僕 を 苦しめなかった 女神た ちに (但し この 「た 

ち」 は 二人 以上の 意で ある。 僕 は それほど ドン. ジュ 

アンで はない。) 衷心の 感謝 を 感じて ゐる。 

わが 子等に 

一 人生 は 死に 至る 戦 ひなる こと を 忘るべからず。 

二 従って 汝 等の カを恃 むこと を 勿れ。 汝 等の 力 を 養 

ふ を 旨と せよ。 

三 小 穴隆ー を 父と 思へ。 従って 小 穴の 教訓に 従 ふべ 

し。 



八汝 等の 父 は 汝等を 愛す。 (若し 汝等を 愛せ ざらん 

乎、 或は 汝等 を棄 てて 顧みざる べし。 汝 等を棄 てて 顧 

みざる 能 はば、 生路も 亦な きにし も あらず) 

芥川龍之介 

芥川文 子 あて 

追記。 この 遺書 は 僕の 死と 共に 文 子より 三 氏に 示す 

べし。 尚又 右の 条件の 実行せられ たる 後 は 火中す る こ 

と を 忘る ベ からず。 

再 追記 僕 は 万 一 新潮 社より 抗議の 出づる こと を惧 

るる 為に 別紙に 4 を 認めて 同封 せんとす。 



4 僕の 作品の 出版権 は (若し 出版す る もの ありと 

せん 乎) 岩波 茂 雄 氏に 譲与すべし。 (僕の 新潮 社に 対 

する 契約 は 破棄す。) 僕 は 夏 目先 生 を 愛する が 故に 先 

生と 出版 書肆 を 同じう せんこと を 希望す。 但し 装幀 は 

小穴隆 一氏 を 煩 はすこと を 条件と すべし。 (若し 岩波 

氏の 承諾 を 得ざる 時 は 既に 本と なれる ものの 外 は 如何 

なる 書肆よりも 出すべからず。) 勿論 出版す る 期限 等 

は 全部 岩波 氏に 一 任すべし。 この 問題 も 谷 口 氏の 意力 

に 待つ こと 多 かるべ し。 



一 、 生かす 工夫 絶対に 無用。 

二、 絶命 後 小 穴 君に 知らすべし。 絶命 前に は 小 穴 君 

を 苦しめ 幷 せて 世間 を 騒がす 惧れ あり。 

三、 絶命す まで 来客に は 「暑さ あたり」 と 披露す ベ 

し。 

四、 下 島 先生と 御 相談の 上、 自殺と する も 病 殺と す 

る も 可。 若し 自殺と 定まりし 時 は 遺書 (菊 池 宛) を 菊 

池に 与 ふべ し。 然ら ざれば 焼き 棄 てよ。 他の 遺書 (文 

子 宛) は 如何に 関らず 披見し、 出来るだけ 遺志に 従 ふ 

やうに せよ。 



五、 遺物に は 小 穴 君に 蓬 平の 蘭 を 贈るべし。 又義敏 

に 松花硯 (小 硯) を 贈るべし。 

六、 この 遺書 は 直ちに 焼棄 せよ。 

〇 

一 他に 貸せし もの、 —— 鶴 田 君に アラビア 夜話 十二 

巻 あり。 

二 他より 借りし もの、 東洋 文庫より： Formosa 

(台湾) 一 冊。 勝 峯晋風 氏より 「潮音」 数冊。 下 島 先生 

より 印 数顆、 室 生 君より 印 ニ顆。 (印 は 所持者に 見て 

貰 ふべ し。) 
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